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　The　Kyushu　University　Library　Bulletin　Vol．3，　No．10　Oct．　1967

　　　　　　　中央図書館，教養部分館の本年度実行予算を可決

　　　　　　　　　　　　　　　　　一第79回附属図書館商議委員会一

　本委員会は，9月23日（土）午前10時から，本部第1会議室において委員14名が出席し

て開催された。

　当日は，二二図書館および教養部分館の実行予算案について審議され，中央図書館について

は，17，544，704円，教養部分館については，8，395，000円の予算総額に対する実行予算が了承，

可決された。

　なお，医学部分館の実行予算は，11月初旬に開催予定の次回会議で審議される予定である。

　次に，中央図書館の財源別および項目別配当予算の一部を参考までに列記する。

　（1）財　源　別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算総額に　　　　　　　　　　　　　　予　算　額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対する割合

　　1　文部省配当額　　　　10，093，704円　　　　57．53％

　　2　大学振替額　　　　　6，495，000　　　　37．01

　　3　学部図書整理費　　　　956，000　　　　　5．46

　　　　総額　　　17，544，704円　　100％

　（皿）項　目　別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算総額に　　　　　　　　　　　　　　配　分　額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対する割合

　　・図書費（轄鹸）5・75・・0・・円　32・76％

　　2賃金　 4，955，000　28．24
　　3　消耗品費　　　　　　1，530，609　　　　　8．73

　　4備品費　　　　1，493，950　　　8．52
　　5　印刷・製本費　　　　　875，000　　　　　4．99

　　6その他　　　 2，940，145　　　16．76

　　　　総：額　　　　　　　17，544，704円　　　　　100％
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学術雑誌総合目録人丈科学和文編（改訂版）の原稿カード作成について

　文部省では，従来，情報活動の一環として学術文献総合目録；自然科学欧文編，人文科学欧

文編を編集し，研究者，研究機関の学術文献の相互利用に供してきた。（自然科学和文編は明

春完成予定）。今回，それに引続き，人文科学和文編（改訂版）の編集，作成のため，同省から’

全国の大学・研究機関に対し，その所在調査および原稿カードの作成について依頼があった。

文部省への提出期限は明年1月末であるが，中央図書館において，原稿カードをもとに，総合

カードの編成作業を控えているので，分館・部局図書室の原稿カード提出は，11月30日までに

お願いすることになった。なお，この原稿カードをもとに，九州大学学術雑誌目録人文科学和

文編の作成を予定している。

第41次国立七大学附属図書館協議会

　第41次国立七大学附属図書館協議会は，9月28，29日の2日間，東北大学で開催された。文

部省側からは，立松情報図書館課長ほか係官1名，各大学附属図書館畏および事務部課長ら28

名が出席した。慣例により当番館の金谷館長が議長をつとめられ，各大学から提出された19の

協議題について活発な討議がすすめられた。協議題は，予算関係では　〔1脂定図書費の増額

（2）学生用図書費の確保　〔3）参考図書費の予算化　（4｝特別図書費の継続　（5）総合目録作成費の予

算化　（6）図書館維持費の増額　（7》製本機械の導入，人事関係では，（8）職員の定員増　〔9｝国立学

校図書専門職員採用上級甲種試験合格者の取り扱い，組織・機構関係では，（10）事務機構の整備

肛D附属図書館の本館・分館・部局図書室等の新増設，統合ならびにこれらの所要面積の決定等

について，その他は，姻中央図書館の蔵書計画　㈲国立大学に図書館学科の設置　肛の国立七大

学附属図書館協議会のあり方㈲国立七大学附属図書館の業務連絡会議の15項目に要約される。

　なかでも，日本学術会議からの「大学図書館の近代化」に関して政府に対する勧告の一環で

ある重要な問題については，本年6月，名古屋大学で開催された第14次全国国立大学図書館長

会心の要望事項と重複するが，大量の図書館資料を所蔵する大規模の大学図書館は，学術情報

センターとして学術情報の流通を促進する立場から，あらためて要望書を提出することが決定

された。

ドキュメンテーション講演会を開催

繹灘欝灘1瀦霧

i鰻諜鷲轟「課・燃．．　》劇
もって，日本学術会議のあっせんと文部’

省当局の後援のもとに，九州大学の主催丘嬉

による，ドキュメンテーション講演会が下記により開催された。

　（1）期日：昭和42年9月25日（月）午後

　②　場所＝九州大学農学部防音教室
　（3）演題＝Specific・to・general　see　reference　in　thesaurus　construction

　　　　　　（シソーラス構成における専門語から一般語へのr見よ参照』について）
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　（4｝演者：米国議会図書館技術調査部長　R．S．　Angell氏

　（5）通訳：東京アメリカ文化センター　湯川まなえ氏

　Angell氏は，米国の主要な10情報機関で採用されているシソーラス，主題標目の類につい

て，専門語から一般語への参照の取扱い方を各機関ごとに例示して，問題点を指摘し，主題接

近への方法に対する体系的な見解の統一の必要性を強調され，多数の来聴者に感銘と関心を与
えた。

ニュージーランド大使が来学，図書25点を寄贈

　ニュージーランド国のスコット（」．V．　Scott）大使は，10月13日，国内親善訪問のために来

福，同日午後，本学を訪問された。その際，本学に対し下記の図書25点が寄贈されることにな

り，その贈呈式が本学貴賓室で行なわれた。

LIST　OF　BOOKS　FOR　KYUSHU　UNIVERSITY

1Barrow，　T．　The　decorative　arts　of　the　New　Zealand　Maori．

2　Billing，　Graham　John．　New　Zealand；The　Sunlit　Land．

3　Billing　Graham　John．　South　with　man　and　nature　in　antarctica．

4　Buck，　Sir　Peter　Henry．　The　coming　of　the　Maori．

5　Cockayne，　L，　The　trees　of　New　Zealand．

6　Cumberland，　Kenneth　B．　New　Zealand；aregional　view．

7　Curnow，　AIlen．　The　penguin　book　of　New　Zealand　verse．

8Dansey，　Harry　Dellamer　Barter．　The　New　Zealand　Maori　in　colour．

9　Du　Faur，　Ralph．　Sheepfarming　for　pr面t．

10　Grey，　Sゴ7　George．　Polynesian　mythology．

11　Hall，　David．　Portrait　of　New　ZeaIand．（2　copies）

12McLintock，　A．　H．，θ4．　Descriptive　atlas　of　New　Zealand．

13　Mans且eld，　Katherine．　Collected　short　stories．

14　Mans丘eld，　Katherine．　Selected　short　stories．

15Mitche11，　Austin．　Government　by　party．

16　National　parks　of　New　Zealand．

17　New　Zealand　omcial　yearbook．1966．

18　0xford　encyclopaedia　of　New　Zealand．

19Reid，　J．　C．，θ4　A　book　of　New　Zealand．

20　Salmon，　J．　T．　New　Zealand　flowers　and　plants　in　colour．

21Shadboit，　Maurice．　Summer負res　and　winter　country．

22　Stead，　C．　K．　New　Zealand　short　stories．（Book　II）

23Sutch，　W．　B．　The　quest　for　security．

24Taylor，　E．　Mervyn．　Engravings　on　wood．

25Wigley，　Harry，　Ski　plane　adventure．

ソビエトの情報科学専門家一行が来学

　FID会議への参加のため，来日中のソ連の情報科学専門家8名が，本学の情報科学関係施
設の訪問を希望し，10月24日夜，列車で来福した。一行は，それぞれ，ソ連国内の情報機関，

情報センターで上位の肩書きをもつ情報管理の専門家ばかりである。翌25日，一行は，午前中
に医学部分館と工学部の中央計数施設を訪問の後，北川図書館長招待の昼食会（三鷹ホール）

に臨み，午後は言語処理（自動翻訳）の関係教官と懇談して，当日夕，離等した。来学者氏名
は下記のとおり（敬称および肩書き’略）。

　Aroutiounov　N，　B．　Malov　V．　S．　Michailov　A．1．

　Fomin　A，　A．　Afremov　V．1。　Gerosimov　V．　N，

　Tsmel　V．　M．　Chernenko　L．　D．
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資　料　紹　介

「日本英学筑紫文庫」について

井　　田　　好 治

　「日本英学筑紫文庫」は，本学文学部所蔵の日本における英語英文学移入に関する歴史的な

文献・資料のコレクションであり，この名称は，本文庫の蒐（しゅう）集者であられた九州大学

名誉教授・現青山学院大学教授豊田　実博士の命名にかかわる。日本英学資料としての有名な

コレクションには，ほかに，古書蹄荒木伊兵衛氏の旧蔵書を一括譲り受けた大阪女子大学所蔵

「日本英学資料」と，早稲田大学図書館所蔵の英学者故勝俣鈴吉日野の集書がある。この両者

と「筑紫文庫」とを合わせて，英学資料三大コレクションといってよかろう。

　豊田博士ご在任中の，昭和2年度から4年度にわたって，「日本二於ケル英語発達ノ歴史」研

究のために，当時の帝国学士院から，同博士に対し研究補助費が交付された。「筑紫文庫」は，

この研究補助費によって，博士が鋭意蒐集された文献を主とし，これに九州帝国大学附属図書

館所蔵の英学史に関する文献の一部，寄贈を受けた書籍若＝F，および上記の研究補助費によら

ず購入された多少の資料を加えて成立したものである。博士は，定限年齢で本学を退職される

に際し，「キリスト教和訳の歴史に関する資料」を除いたほか，すべてこれを本学に残された。

その総冊数は和洋あわせて3，279冊であり，文学部図書掛に「日本英学筑紫文庫目録」および

索引カードが備えつけられ，学内学外を問わず，この方面の研究者に対し閲覧の便が与えられ

ている。

　「筑紫文庫」に収められた文献・資料を整理利用されて，豊田博士は，はやくも昭和3年度

第1学期から，‘History　of　the　Study　of　English　in　Japan’なる題目のもとに，英学史関

係の講義を開始され，次々と発表された研究成果は，周知のごとく，昭和14年，岩波書店刊

「日本英学史の研究」にまとめられた。読者は，この労作および巻末の詳細な文献索引（現佐

賀大学教授水之江有義野作成）によって，「筑紫文庫」の内容を系統的，体系的に知ることがで

きる。文庫と不可分の関係にある本書は，昭和16年に第2刷を出した後，絶版のままになって

いたが，昭和38年に至って，千城書房から改訂版が出された。この付録に，年代順に配列され

た「日本英学筑紫文庫目録」（元文学部研究室勤務小原克巳氏作成）が添えられ，これによっ

て研究者は，いっそう文庫の書目を子細に点検する便宜を与えられた。

　昭和14年11月に広島文理科大学で，日本英学史資料展覧会が開かれた際，豊田博士所蔵とし

て，現在の本文庫の一部を成す貴重書が出品された。最近では，昭和40年9月に福岡日英協会

主催の「マグナ・カルタ展観」が催された機会に，本文庫から約50点の資料が陳列された。続

いて翌年10月，第5回シェイクスピア学会が本学で開かれたとき，記念に「筑紫文庫」を中心

とする展覧会が催された。これは，次のように8部門に分けて出陳された。

　1．英和・和英辞書（「讃綿甲亜国語和解」文化8年，影写本・外44点）　∬．英文典（「英文

鑑」渋川六蔵訳，天保11～2年，六合館本・外49点）　皿．英語発音に関する文献（「和英商頁対話

集」安政6年刊・外20点）IV．会話書（「長崎板会話」安政6年度・外23点）V．綴字書・入

門書（「英語箋」石橋政方訳，上下，万延2年刊・外42点）VI，英語読本・教授法・文学史（弼プ5’

Pア∫〃267，！bア焼θσs6　q〆地θS励oo1，1869．外32点）W．シェイクスピア関係文献（「自由太

刀余波鋭鋒」坪内雄蔵訳，明治16年・外59点）皿．明治初期翻訳書（「魯今回漂行記略」横山保三訳，

安政4年刊・外26点）合計303点（428冊）番外．地図3折．

　さて，「筑紫文庫」の資料蒐集の時代的な上限は，安永3年（1774）の「解体新書」にはじ

まり，その下限は，豊田博士ご退官の直前すなわち昭和19年に終わっている。しかしながら，
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本文庫が日本における英学発達の実証的資料として本来の意義・性格を持ちうるためには，本

文庫はこの時点で完結すべきものではなく，今後もこの方面の資料・文献・研究書をたえず新

たに補充し，拡大してゆかねばなるまい。このいみで，r筑紫文庫」は常に将来に向かって「開

かれている」ζとが望ましい。このための適当な予算措置が必要であろう。その上で，r筑紫文

庫」のτaigoo　d’etreを認識した内外の研究者が，文庫の性格にふさわしい研究桑績を寄せら

れるならば，英学史資料センターとしての文庫の価値はいちだんと高まるにちがいない。こう

したことが本文庫成立の趣旨に最もそうものであろうと，利用者のひとりとして，私はいつも

そう考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛いだ・よしはる3教養部助教授3英藷1

◆　研 修

　　文部省主催大学図書館職員講習会

　昭和42年度の標記講習会は，10月3日から27日までの間に，京都大学，東北大学，東京大学

の3会場において，各4日間ずつの日程で開催された。

　本年度の講習科目は，図書専門職員のあり方，大学図書館の現状と問題点，大学図書館の管

理運営，参考図書の構成と解題，レファレンス・サービスと二次刊行物利用法，図書館間の相

互協力であり，モれそれの科目について，受講生は担当講師から講義と実習指導を受け，各大

学の中央図書館で業務の実地見学を行ない，論文を提出して日程を終了した。

　なお，10月3日から6日まで京都大学で開かれた講習会に，本学からは，岡博満（中央図書

館），落石清（教養部分館），天野二郎（教育学部），花田次行（経済学部），久保昭夫（工学部）

の5名が参加した。

　　福岡県大学図書鱈協謙会福岡地区研究会（第2回）

　〈とき＝昭和42年10月3日　ところ：九州産業大学，八幡大学〉

　第1回の研究会の結果，予定されていた電子計算機の応用に関する見学会を，新築の八幡大

学図書館の見学会に変更した。一行は，九州産業大学のマイクロバスで八幡におもむき，とく

に設備の点で全国一の呼声の高い視聴覚ホールを重点に，約2時間にわたり新館の設備を見学

した。

学内図書館のたより

　　「在九淵歌書展覧会」に細川文庫の歌書を出陳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一中央図書館一

　さる10月9日～11日の間，本学文学部国語国文学研究室の主宰で開かれた，和歌文学会・万

葉学会の合同秋季大会に，9日，10日の2日間，1在九州歌書展覧会」が文学部会議室で開催され

た。ζの展覧会に50点の歌書が展観されたが，中央図書館からは，細川文庫の21点を出陳した。

　　　　　　関覧方式■整の成県
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一教養部分鎗一

　教養部分館では，本年4月置ら館内秩序維持のため座席数を限度として入館者制限（閲覧方

式の一部改正）を実施している。

　ζのことについては，図書舘情報Vo量．3No．4に詳細に記述したとおりである。

　実施以来6か月，在籍学生数が4，000名をこえる前期授業期間も終ったので，一応その成果

を報告したい。
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　まず，いえることは館内（一般閲覧室）が非常に静粛になったことである。座席数が全学崖

の6％弱ということで，一日のうち，しばしば（特に試験期などは開館後まもなく）満席にな

るが，以前のように下駄ばき入館者もなく，必要以外の私語雑談もほとんどみられなくなり，

当然のことながら，現在では大学の学習図書館にふさわしい環境が維持され，学生も静かに落

着いて勉学できるようになった。

　ただ，前述のように満席の状態が長時間続いた場合，行列して入館を待つ学生諸君には非常

に気の毒に思う。この閲覧者調整は，あくまで急場の消極的な措置であり，十分な収容能力を

備えた新館の早急な建築に当局の理解と援助が必要なことはいうまでもないことである。

　別表は学生の利用統計である。
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注1．（）の中は一日、F均

　2．開架室は7月11日～9月10n閉室

　3．学生座席数

　　　　謹1覧室無

　　　　開架室　　　　68

　　　　計　　　　266

　◆　人　事　具　動

歯学部選出商旛委員の発令

　歯学部の設置に伴い，下記のとおり附属図，園丁商議委員の発令｛任期は2年）があった。

42．10．1　平　安　亮　造（歯学部｝新任

　”　　湾　野　正　男（　”　）　”

図書系職員の貫動

42．9．16　沙　藤　隆　茂（医学部分館目録掛長）　庶務部庶務課調査掛長へ

　”　　中　野　国　治（教養部分館受入目録掛長｝　医学部分館目録掛長へ

　”　　平　川　友　視｛　　”　　閲覧掛長）　教養部分館受入目録掛長へ

　”　　落　石　　　清｛薬学部庶務掛図書主任｝　　”　　閲覧掛長へ

42．10．1高　瀬　邦　彦（福岡教育大学附属図書館）　薬学部庶務掛図書主任へ

　OOあとがきOO
　□胴禅門に「r卒啄」1そったく）なる語がある。「埣」は鶏卵が鰐化しようとする時，殻内で小鶏が鳴く声。

「啄」は母鶏が外から殻をかむ意である。機を得て両者相応ずることを埣啄同時という。大学図書館にお

いても同様，利用者の「回卒」を聞いて，常に「啄」を発揮し，　咋啄異時とならぬよう，「埣」に対して鋭

い耳と大きな視野を持ち，「啄」力を養うことが肝要である。”（北教大，旭川分館長）北海道教育大学附

属図喬館「図書館報」第5号，寄稿「偶感片々」より紹介しました。　口その他，当館に送付されている

Library　Bulletinには，「愉蔭」（北大），「図壽館通信」（東北大），「図書館の窓」（東大），「静脩」　（京

大）「大阪大学図書館報」などがあります。［］「図書館情報」は利用者に対するサービスの向上をおもな目

的として編集されています。寸胴異時とならぬよう，批判や新しい企画など，是非，おきかせください。

九州大学附属図書館月報「図書館情報」Vo1．3，　Nα10（通巻26号｝
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